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河

野

登

一

本

書

の
紹

介

を
初

む

る
前

に
、

該
著

者

が

、
獨
逸

フ

ア

ツ

シ
ズ

ム
運
動

に
於

て

、
如

何

な

る
地

位

を

占

む

る

か

、

そ

の
簡
単

な

説

明

を
加

へ
て
見

る
。

獨
逸

フ

ア

ッ

シ
ズ

ム
が

、

そ
の

驚

く

べ
き
飛

躍

を

遂

ぐ

る

に
件

ひ

,
宛

か

も

、

一
九

二
二

年

,

「
ロ
ー

マ
進

軍

」

の
直

前
、

伊
太

利

フ

ア

ツ

シ
ズ

ム

に
起

こ

つ
た

如

き
変
質

過

程

が

,
黛

の
内

部

に
現

は
れ

て

來

た

。
所

謂

ヒ
ッ

ト
ラ

ー

派

の

合

法

主
義

が
、

之

で

あ

る

。

而

し

て

そ
れ

に
対
立

す

る
が

、
革

命

的
社

會

主

義

者

オ

ッ

ト
ー

・
シ

ユ
ト
ラ

ー

セ
ル
派

の

北

部

フ
ア

ツ

シ
ズ

ム
で

あ

る
。

そ

の

内

訂

は
、

一
九

三
〇

年

五

月

,

遽

に

公
然

と
具

匿

化

す

る

に
至

つ

た
。

當

時

、

ベ

ル
リ

ン

癌

支

部

長

の

要

職

に

あ

つ
た

シ

ユ
ト

ラ

ー

セ

ル
は
、

「
革

命

か

大

臣

の

椅

子

か
」

と
　

オ
ツ
ト
ー

●
シ
ュ
ト
ラ
ー
セ
ル

「
濁
乙
灘
曾
主
義

の
構
成
』

(
第
三
巻
第

一
號
)

(
二
二

圃
)

一

O
tto Strasser. A

ufbau des D
eutschen 

Sozialism
us. 1932.

 M
  in  i  ster  sessel 0 der



オ
ツ
ト
ー

・
シ
ュ
ト
ラ
ー
セ
ル

「
掲
乙
社
會
主
義

の
構
成
』

(
第
三
省
第

剛
號
)

(
三

=

一)

二

R
e
v
o
I
u
t
i
o
n

の

一
書

を

,

「
憂
質

せ

る

」

ヒ

ツ

ト

ラ
ー

に
投

げ

付

け

て

、
辟

職

し

た

。

本

書

が

、

そ

の
彼

に

ょ

る

一
九

三

二
年

の
出

版

で

あ

る

と
云

へ
ば

、

凋

逸

フ

ア
ツ

シ
ズ

ム
理

論

に
於

て
、

占

む

る

そ

の
特

殊

な

意

義

が

、

一
磨

理
解

さ

れ

る

で
あ

ら

う

。

(
註
4
、
尚
、
詳
し
い
こ
.込
は
、
今
中
教
授
、
凋
裁
政
治
論
叢

・
第
四
巻

・
民
族
的
泄
會
主
義
論

(
一
三
四
-

一
四
四
頁
)
を
参
照
。

本
書
は
。
左
の
五
の
部
分
か
ら
、
そ
の
内
容
を
構
成
さ
れ
る
Q

第

一
章
、
獨
逸
社
會
主
義

世
界
観
の
根
本
概
念

第
二
章
、
獨
逸

社
會
主
義

第
三
章
、
國
家
の
構
成

第
四
章
,
外
交
政
策

第
五
章
、
民
族
文
化

こ
の
中
で
.
著
者
が
最
も
重
鮎
を
置
い
た
と
思
は
れ
る
の
は
、
第
二
章
及
第
三
章
で
、
彼
が
,
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
と
鏡
く
対
立

す
る
所

有
権

に
つ
い
て
の

『封
建
的
世
襲
財
産
』

(
E
r
b
l
e
h
e
n

)
と
称
す

る
提
唱
が
、
そ
の
重
要
な
る
部
分
を
な
し
て
ゐ
る
。
以
下
、
順
を

追
ひ
紹
介
を
試
む
る
こ
と

・
す
る
。



二

「民
族
V
o
l
k
は
。

一
の
有
機
匿
で
あ
る
。
而
も
そ
れ
は
、
物
質
的

・
観
念
的

・
精
神
的
I
e
i
b
l
i
c
h
e
r
,
 
g
e
i
s
t
i
g
e
r
,
 
s
e
e
l
i
s
c
h
e
r

に

あ
る

}
定
の
特
別
な
性
質
を
有
し
、
常

に
活
動
す
る
團
體

で
あ
る
」

(
一
五
頁
)
。

之
が
、
シ
ユ
ト
ラ
ー
セ
ル
に
よ
つ
て
、

「今
日
ま
で
支
配
し
て
き
た
自
由
主
義
的
機
械
的
民
族
概
念
」

(
全
上
)
に
対
抗

し
て
確

立
さ
れ
た
民
族
の
新
し
い
概
念
で
あ
る
。

民
族
は
、
人
種
R
a
s
s
e地
勢
L
a
n
d
s
c
h
a
f
t

歴
史
G
e
s
c
h
i
c
h
t
e

の
三
要
素

か
ら
な
り
た
つ
。
即
ち
、人
種

則
要
素
を
基
礎

と
し
、

そ
れ
に
地
勢
、
歴
史
の
爾
要
素
が
。
附
随
す
る
。
而
し
て
、
民
族
の
多
種
,
多
種
性
は
、
こ
れ
等
の
構
成

要
素
の
混
合
比
例
の
変
化

並
び
に
差
異
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
,こ
云
ふ

(
一
五
-

一
六
頁
)
。

(註
)
、
國
民
N
a
t
i
o
n
は
、
民
族
の
意
識
が
、
高
め
ら
れ
だ
段
階
で
あ
る
Q
即
ち
、
そ
の
民
族
の
特
殊
な
歴
史
に
よ
つ
て
、
意
識
が
高
め
ら
れ
、
叉
そ

の
地
勢
の
中
に
、
成
育
せ
る
民
族
の
成
熟
的
段
階
R
e
i
f
e
s
t
a
d
i
u
n

し
て
叉
、
時
代
的
段
階
A
l
t
e
r
s
t
a
d
i
u
m

し
て
現
は
れ
て
來
る

(
一
七

頁
)
。

有
機
饅
と
し
て
の
民
族
、
從

つ
て
國
民
は
,
他
の
あ
ら
ゆ
る
有
機
髄
と

同
檬

に
、

「
生
成
、
生
長
、
死
滅
」

の
生
物
學
的
法
則
の

下
に
、
立
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
而
し
て
民
族
の
流
轄
の
歴
史
は
、
常

に
自
由
主
義

と
保
守
王
義

の
観
念
に
よ
つ
て
、
交
替
的
支
配
を

オ
ツ
ト
ー
●
シ
ュ
ト
ラ
ー
セ
ル
『
獨
乙訟
會
主
義
の
構
成
』

(第
三
巻
第
一
號
)

(三
コ
ニ
)

三



オ
ッ
ト
ー

●
シ
ュ
ト
ラ
ー
セ
ル

「
濁
乙
社
會
主
義

の
構
成
』

(
第
三
巻
第

一
號
)

(
二
=

四
)

四

受
く

る
。

(
註
)
、
ず
。へ
て
の
有
機
髄
は
、
自
己
保
全
の
本
能
ざ
、
種
保
存

の
本
能

ざ
を
有
す
る
e
前
者
が
馬
自
我

(
h。
ゴ
)

の
観
念
で
後
者
が
。

我

々

(≦
貯
)

の
観
念
で
あ
り
、
こ
の
二
つ
の
観
念
か
ら
、
自
由
主
義

ざ
、
保
守
主
義
ざ
が
、
各
々
、
生
れ

て
來
る

(
一
九
頁
)
。

一
七

八
九

年

の

フ
ラ

ン
ス
大

革

命

以
後

今

日

ま

で

の
民

族

の
歴

史

は

、
自

由
主
義

が

支

配

す

る
時

代

で
あ

つ
た

。
換

言

す

れ

ば

、

民

族

の

三
身

一
髄

た

る
肉

饅

・
観

念

・
精

神
K
O
r
p
e
r
,
 
G
e
i
s
t
,
 
S
e
e
l
e

に
、
自

由
主
義

的

観

念

が

具

現

し

た

と

こ

ろ

の
、

資

本
主
義

・
個

人

主

義

・
唯

物

主
義

が

、

こ

の
歴

史

の

支
配

的

な
産

物

で
あ

つ
た

。

然
し
,

一
九

一
四
年
の
大
戦
以
後
.
歴
史
の
振
子
が
ー

彼
に
よ
れ
は
,
常

に
こ
の
自
由
保
守
雨
観
念
の
間
に
揺
れ
て
き
た
と
こ

ろ
の
!

ー
再
び
,
違

つ
た
方
向

に
揺
れ
初
め
て
き
た
。
從
來
の

「
自
我
」
観
念
に
代

つ
て
、

「我

々
」
の
観

念
が
登
場
す
る
時
代
が

現
れ
初
め
た
。
即
ち
、
民
族
の
三
身

一
腱
.」
保
守
主
義
が
具
現
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
、
経
済

的
に
は

(
K
6
r
p
e
r

)
社
會

主
義
が
、
社
會

的
に
は

(
G
e
i
s
t

)
民
族
主
義

が
、
文
化
的
に
は

(
S
e
e
l
e

)
理
想
主
義
が
姿

を
見

せ
初
め
て
き
た
。

そ
う
し
て
、
こ
の
保
守
主
義

の

出
現
が
、

シ
ユ
ト
ラ
ー
七
ル
に
よ
つ
て
獨
逸
革
命
と
名
付
け
ら
れ
,
そ
し
て
叉
彼
の
理
論
が
獨
逸

社
曾
主
義
と

呼
ば
れ
る
。
か

・
る

歴
史
観
に
立
つ
彼

に
よ
つ
て
、

マ
ル
ク
ス
主
義
は
,

「
一
の
腐
敗
し
ゆ
く
自
由
主
義
的
社
會
主
義
」
と
規
定

さ
れ
、
そ
の
浸
落

は
歴

史
的
必
然
的
節
結
で
あ
る
と
論
評
さ
れ
る
の
で
あ
る

(
二
三
頁

)
。



三

以
上
の
如
き
民
族
の
概
念
及
歴
史
観
の
基
礎
の
上
に
、
獨
逸

社
會
主
義
の
諸
機
構
の
構
成
が
試
み
ら
れ
て
ゆ
く
。

先
づ
第

一
に
は
、
経
済

的
に
之
を
見
る
と
、
こ

・
で
は
從
來
の
自
由
主
義
の
凋
落
が
、
所
謂
資
本
主
義
経
済

の
危
機
と
云
ふ
姿
を

と
つ
て
現
は
れ
る
。
即
ち
大
戦
の
結
果
,
そ
の
経
済
政
策
、
経
済

法
則
、
.
経
済
組
織
の
全
面
に
及
ぶ
と
こ
ろ

の
破
滅
が
惹
起
さ
れ
て

き
た
。
更
に
詳
言
す
れ
ば
、
第

一
に
統

一
世
界
経
済

.
國
際
貿
易
及
び
金
本
位
制
度
を
骨
子
と
す
る
資
本
主
義
的
経
済

政
策
が
、
完

全
に
破
壊
さ
れ
て
し
ま

つ
た
。

第
二
に
、
資
本
主
義
経
済

法
則
の
原
理
た
る
私
有
財
産
の
紳
聖
H
e
i
l
i
g
k
e
i
t
 
d
e
s
 
P
r
i
v
a
t
e
i
g
e
n
t
u
m
s

が
、
そ
の
傳
統
的
権
威

を

喪
失
し
て
き
た
。

(註
)
、

「最
早
や
資
本
主
義
的
経
済
法
則
ざ
,
私
有
財
産
の
瀞
聖
ざ
が
、
再
び
獨
逸
國
民
の
間
に
、
そ
の
承
認
ざ
信
仰
さ
を
見
出
す
ご
ざ
が
出
來
な
く

な
つ
て
し
ま
つ
だ
」

(
二
七
頁
)
o

第
三
に
、
工
業
化

・
機
械
化

・
合
理
化
並
び
に
亘
大
経
営

と
云
ふ
資
本
屯
義
的
経
済

組
織
の
不
合
理
性
が
、
完
全
に
曝
露
さ
れ
て

技
術
の
勝
利
S
i
e
g
 
d
e
r
 
 
T
e
c
h
n
i
k

が
、
そ
の
終
り
に
近
づ
い
て
き
た
。

從

つ
て
,
こ
れ
等
に
代
る
新
し
き
保
守
主
義
的
経
済

が
、
創
造
さ
れ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
か
く
し
て

シ
ユ
ト
ラ
ー

セ
ル
に
よ

オ
ツ
ト
ー
・
シ
ュ
ト
ラ
ー
セ
ル
『狸
乙
社
會
主
義
の
構
成
』

(第
三
巻
第
一
號
)

(二
二
五
)

五



オ
ッ
ト
ー
●
シ
ュ卜
ラ
ー
セ
ル
『濁
乙
血
會
主
義
の
構
成
」

(第
三
霧
第

一
號
)

(一二
工
ハ
)

六

つ
て
、
自
給
自
足
経
済
A
u
t
a
r
k
i
e
海
外
貿
易
の
独
占
A
u
s
s
e
n
h
a
n
d
e
l
s
m
o
n
o
p
o
l

及
び
國
内
貨
幣
制
度
B
i
n
n
e
n
w
a
h
r
u
n
g

の
維

濟
政
策
、
即
ち
計
劃
経
済
P
I
a
n
w
i
r
t
s
c
h
a
f
t

が
、
提
唱
さ
れ
る

(
二
九
ー
三
〇
頁
)
。

然
し
、
か

・
る
繹
濟
政
策
の
完
全
な
實
現
の
た
め
に
は
、
先
づ
資
本
屯
義
的
経
済

法
則
の
憂
更
が
必
然
的

に
要
求
さ
れ
る
。
即
ち

「
獨
逸
人
民
の
本
質
に
關
す
る
保
守
主
義
的
観
念
か
ら
、
必
然
的
に
導
き
出
さ
れ
て
く
る
と
こ
ろ
の
」

(
三
四
頁
)
私
有
財
産
制
度

の
止
揚
A
u
f
h
e
b
e
nが
、

そ
の
絶
対

的
な
要
提
條
件
で
あ
る
。

か
く
の
如
き
獨
逸
社
會

主
義
の
要
求

に
対
し
、

又

一
方
に
於
て
、

獨
逸

社
會
主
義

に
課
せ
ら
れ
る
最
も
重
大
な
、
且
つ
又
緊
急
な
任
務
は
、

あ
ら
ゆ

る
凋
逸
人
民
の

貧
困
化

を
防
止

す

る
こ
と
で
あ

る
。
そ
う
し
て
こ
の
目
的
の
た
め
に
、
彼
等

の
現
在
の
無
所
有
状
態
を
変
更
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
。

か
く
し
て
、
こ

・
に
相
互
に
矛
盾
す
る
獨
逸

社
會
主
義

の

二
要
求
が
提
起
さ
れ
る
。

こ
れ
を
如
何
に
し

て
、
解
決
せ
ん
と
す
る

か
。
こ
の
解
決
の
た
め
に
,
シ

ユ
ト
ラ
ー
セ
ル
は
、

『封
建
的
世
襲
財
産
制
度
』
E
r
b
l
e
h
e
n

を
考
案
し
た
。
即
ち
、

土
地
、

土
地

生
産
物
G
r
u
n
d
 
a
n
d
 
B
o
d
e
n
,
 
B
o
d
e
n
s
c
h
a
t
z
e

及
生
産
手
段
P
r
o
d
u
c
t
i
o
n
s
m
i
t
t
e
l

の
、

個
人
に
ょ
る
私
有
が
禁
ぜ
ら
れ
る
。

そ

の
代
り
に
民
族

(
乃
至
民
族
團
體

)

(
V
o
l
k
s
g
e
m
e
i
n
s
c
h
a
f
t

)
が
.
そ
の
唯

一
の
所
有
者
E
i
g
e
n
t
u
m
e
r

と
し
て
規
定
さ
れ
る
。
そ

う
し
て
、
そ
れ
ら
の
管
理
が
、
個

々
の
獨
逸

人
民
に
所
謂

『封
建
的
世
襲
財
産
」
E
r
b
l
e
h
e
n

と
し
て
譲
渡

さ
れ
る

(
三
六
頁
)
。
こ

れ
は
所
有
E
i
g
e
n
t
u
m
す
る
た
め
で
は
な
く
、
軍
に
所
持
B
e
s
i
t
z
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。



(註
)
、
こ
の
二
概
念
の
差
異
に
付
て
は
原
本

(三
六
頁
)
参
照
。

次
に
、
か
く
の
如
き
経
済
法
則
か
ら
,
具
体
的

に
は
如
何
な
る
経
済
組
織
が
生
じ
て
來
る
か
と
云
ふ
に
、
先
づ
第

一
に
、
農
業
に

於
て
は
、す
べ
て
の
土
地
の
私
有
が
塵
止
さ
れ
て
、
土
地
の
唯

一
の
所
有
者
、民
族
に
よ
つ
て
、
個

々
の
人
民

の
所
持
の
資
格

及
希
望

を
参
酌
し
、

『
封
建
的
世
襲
財
産
」
E
r
b
l
e
h
e
n

と
し
て
、
彼
等

に
與

へ
ら
れ
る

(
四

一
頁
)
。

そ
れ
は
、

當
該
地
逼
の
農
民
委
員

會
B
a
u
e
r
n
r
a
t
e

が
實
行
す
る
。
こ
の
際
、
各
個
人
に
割
り
當
つ
べ
き
土
地
の
大
小
は
、
次
の
標
準
に
依
る
。

「各
々
個
人
の
労
働
力
で
、
経
済
し
得
る
状
態
以
上
に
出
で
ざ
る
ご
ざ
.
叉
、
彼
等
の
家
族
の
衣
食
住
に
必
要
な
る
範
囲
以
上
の
鯨
剰
を
残
さ
ざ
る
こ

ざ
」

(四
二
頁
)
。

土
地
の
所
持
者
は
、
土
地
の

「所
有
者
即
ち
全
民
族
団
体

」
に
対
し
、
毎
年

一
回
,
十
分
の

一
の
小
作
料

を
支
払

ふ
。
土
地
所
持

者
が
死
去
し
た
場
合
は
、
彼
等
の
土
地
は
、
そ
の
男
の
子
供
の

「所
有
の
資
格
の
希
望
」
と
を
検
討
し
て
、
與

へ
ら
れ
る
。
男
の
子

供
が
居
な
い
場
合
、
叉
は
土
地
管
理
が
不
良
の
場
合
は
返
却
を
命
ぜ
ら
れ
、
農
民
委
員
會
が
こ
れ
を
管
理
す

る
こ
と

、
な
る

(
四
ニ

ー
ー

・四
三
頁
)
。

次
に
工
業
及
び
大
経
営

の
領
域
に
於
て
も
、

之
と
全
じ
経
済

法
則
が

支
配
す
る
。

即
ち
、

こ
・
に
は
工
場
主
、
職
工
及
び
國
家

W
e
r
k
f
i
i
h
r
e
r
,
 
B
e
l
e
g
s
c
h
a
f
t
,
 
S
t
a
a
t

と
に
よ
つ
て
、
工
場
委
員
會
F
a
b
r
i
k
g
e
n
o
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t

が
構
成

さ
れ

る
。
あ
ら
ゆ
る
陀
産
手
段

オ
ッ
ト
i
●
シ
ュ
ト
ラ
ー
セ
ル
コ
獨
乙社
會
主
義
の
構
成
』

(第
三
省
第
一
號
)

会
=
七
)

七



オ
ツ
ト
ー
・
シ
ュト
ラ
ー
セ
ル
「濁
乙
社
曾
主
義
の
構
成
」

(第
三
巻
第

一號
)

(一一二
八
)

八

の
所
有
者
は
、
民
族

(
乃
至
國
家
)
で
あ
る
。
所
有
者
は
各
人
の
所
持
の
資
格
と

希
望
と
に
よ
つ
て
、
そ
の
生
産
手
段
を
,
工
捗
主

に

『
封
建
的
財
産
」
L
e
h
e
nと
し
て
與

へ
る
。
然
し
、
そ
の
生
産
手
段
(
仕
事
)
の
管
理
L
e
i
t
u
n
g
'

所
持
B
e
s
i
t
z
利
益
G
e
w
i
n
n

に
対
し

て
は
、
三
者
即
ち
工
場
圭
、
職
工
,
國
家
は
,
平
等
の
権
利
を
有
し
て
ゐ
る
。
五
年
乃
至
十
年
毎

に
,

一
定
の
税
が
支
払

は

れ
る

(
四
七
頁
)
。
又
工
揚
圭
、
職
工
の
牧
入
が
、

一
定
の
比
例
の
下
に
、
そ
れ
ム
＼
規
定
さ
れ
て
ゐ
る

(
全
上
)
。
だ
が
前
者
の

牧
入
は
、
彼
等
の
仕
事
の
成
否

に
よ
り
、
後
者
の
そ
れ
は
、
彼
等
の
個

々
の
能
率

に
比
例
し
て
支
払

は
れ
る
が
故
に
、
自
か
ら
大
小

の
相
違
を
生
じ
て
く
る
。

最
后
の
、
手
工
業
及
営
業
G
e
w
e
r
bに
つ
い
て
は
、

一
の
組
合
が
こ
れ
ら
に
類
似
の

他
の

自
由
職
業
と
共
に
、
各
々
組
織
さ
れ

る
。
そ
の
組
合
構
成
員
は
、
親
方
、
職
入
及
徒
弟
M
e
i
s
t
e
r
t
i
t
e
l
,
 
L
e
h
r
l
i
n
g
,
 
G
e
s
e
l
l

の
三
者
で
あ
る
が
、
親
方
は
組
合
か
ら
、
彼

の
仕
事
の
管
理
、
所
持
及
利
潤
に
対
す

る
権
限
を
委
任
さ
れ
る
。
叉
組
合
は
國
家

(
乃
至
民
族
)
に
よ
つ
て
、
そ
の
組
合
員
に
野
す

る
諸
種
の
権
利
を
委
任
さ
れ
、
叉
國
家
歳
入
中
、
組
合
が
捲
當
す
べ
き

纏
額
を

各
組
合
に
割
り
當
て
、

且

つ
徴
収
す
る
義
務
を
員

ふ

(
五

一
頁
)
。

こ
の
組
合
制
度
に
於
て
、
特
に
前
述
の
工
場
委
員
會
と
異
な
る
鮎
は
、
そ
の
仕
事
に
対
す

る
労
働
者
や
即
ち
職
人
徒
弟
の
権
利
か

全
く
認
め
ら
れ
て
ゐ
な
い
こ
と
で
あ
る
。



(
註
)
、
こ
の
理
由
に
付

て
は
原
本

(五
〇
1

五

一
頁
)
参
照
。

以
上
が
、
シ
ユ
ト
ラ
ー
セ
ル
に
よ
つ
て
、
資
本
主
義
経
済

制
度
の

一
切
の
矛
盾
を
克
服
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
強
調
さ
れ
る
新
し

き
経
済

制
度
の
大
要
で
あ
る
。
こ
れ

に
就
て
は
批
判
さ
る
べ
き
多
く
の
も
の
が
存
在
す
る
。
基
本
的

に
は
,
か

、
る
経
済
組
織
の
實

現

の
可
能
性
、
又
我

々
に
特
に
興
味
を
そ

・
る
も
の
と
し
て
は
、
從
來
の
獨
逸

プ
ア
ッ
シ
ズ
ム
経
済
理
論
の
基
礎
を
な
す
利
子
奴
隷

制
度

に
、

一
言
も
鰯
れ
ざ
る
こ
と
、
更

に
又
、
ナ
ッ
チ
ス
の
綱
領
第

一
七
條
土
地
問
題
と
の
関
係
等
々
、
だ

が
こ

、
で
は
、
輩
な
る

紹
介

に
留
め
て
、
次
の
國
家
機
構

の
領
域

に
移
る
こ
と

・
し
や
う
。

四

獨
逸

社
會
主
義

の
國
家
機
構

の
領
域
に
於
て
は
、
從
來
の
自
由
主
義

的
個
人
主
義
が
否
認
さ
れ
て
、
新
し
き
保
守
主
義
的
民
族
主

義
が
、
そ
の
全
面
に
浮
び
出
る
。
先
づ
、
國
家
の
本
質
を
如
何

に
見
る
か
と
云

ふ
に
辱

「
國
家

は
、
民
族

く
。
鼻
の
有
機
的
形
態
で

あ
る
」

(
五
七
頁
)
。
國
家
の
形
態
は
、
獨
逸
民
族
の
正
し
き
獲
展
を
、
最
大
限
度

に
保
障
す
る
も
の
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ

(
五
七

頁
)
。
從
つ
て

「
國
家
形
態
は
常
に
そ
の
民
族
の
特
性
に
よ
つ
て
決
定
せ
し
め
ら
れ
る
」

(
全
上
)
。

(註
)
、
イ
タ
リ
の
プ
ア
ツ
シ
ズ
ム
、
及
び
ロ
シ
ヤ
の
ボ
ル
シ
エ
ビ
イ
ズ
ム
の
國
家
形
態
は
、
各
々
そ
の
民
族
に
適
合
こ
そ
す
れ
、
獨
逸
民
族
の
特
性
に

は
、
不
適
當
な
形
態
で
あ
る
ざ
云
ふ
(五
七
頁
㌧
。

オ
ツ
ト
ー
●
シ
ュト
ラ
ー
セ
ル
「濁
乙
社
會
主
義
の
構
成
」

(陥塑
二巻
第
】
號
)

(一二
一
九
)

九



オ
ツ
ト
ー
●シ
ュ
ト
ラ
ー
セ
ル
.コ
獨
乙社
會
主
義
の
構
成
」

(第
三
霧
第
一
號
)

(三
二
〇
)

】
0

「
又
國
家
は
、
自
己
目
的
S
e
l
b
s
t
z
w
e
c
k

で
は
な
い
。
國
家
ω
目
的
は
國
家
形
態
の
上
に
、
他
の
民
族

に
対
し
、
自
己
の
民
族
の

存
在
を
確
保
す
る
と
こ
ろ
の
,
す
べ
て
の
力
を
出
來
得
る
限
り
、
集

甲
せ
し
め
得
る
形
態
を
作
の
出
す
こ
と
で
あ
る
」
(
五
七
頁
)
。

然
ら
ば
、
如
何
な
る
國
家
形
態
が
、
獨
逸

民
族
の
現
實
に
相
懸
す
る
か
と
云
ふ
に
、

「
君
主
制
か
,
共
和
制
か
の
問
題
は
重
要
な

も
の
た
り
得
な
い
」

(
五
九
頁
)
。
但
し
、
世
襲
君
主

制
度
は
、
あ
る

一
定
の
者
の
世
襲
的
特
権
を
、
前
提
す
る
が
故

に
拒
否
さ
る

べ
き
も
の
と
す
る

(
全
上
)
。
か
く
し
て
残
さ
れ
た
選
挙

君
主
制
W
a
h
l
m
o
n
a
r
c
h
i
e
,

叉
は
共
和
國
か
の

一
が
選
択

さ
れ
る
。
だ
が

そ
の
何
れ
に
せ
よ
、
獨
逸

國
家
は
、
そ
の
最
も
合
理
的
解
決
と
し
て
は
、
終
身
を
以
つ
て
選
挙

さ
れ
た
大
統

領
R
e
i
c
h
s
p
r
a
s
i
d
e
n
t

を
要
求
す
る

(
六
〇
頁
)
。

(註
)
、
こ
の
際
、
皇
帝
K
a
i
s
e
r
大
統
領
P
r
a
s
i
d
e
n
t

の
名
稽
は
、
不
適
當
で
、
將
軍
H
e
r
z
o
gの
名
稽
が
、
そ
れ
に
冠
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
.込

云
ふ
(同
上
)
o

か

・
る
國
家
の
目
的
及
形
態
の
下
に
、
如
何
な
る
國
家
行
政
組
織
が
構
成

さ
れ
る
か
と
云
ふ
に
、
そ
の
中
央
行
政
機
關

に
於
て
は

國
家
権
力
の
同
等
の
代
表
者
と
し
て
、
左
の
三
者
が
現
は
れ
る
。

第

一
は
、
大
統
領
で
あ
る
。

(註
)
、
彼
に
よ
つ
て
、
内
閣
が
.
任
命
さ
れ
る
.
而
し
て
、
各
大
臣
は
、
彼
に
対
し
て
の
み
責
任
を
も
つ
(六

一
頁
)
。



第
二
は
、
大
會
議
G
r
o
s
s
e
 
R
a
t

で
あ

る
。
こ
れ
が
、
大
統
領
を
選
基
す
る
。

(註
)
、
十
二
人
乃
至
十
七
人
の
各
邦
長
官
L
a
n
d
s
c
h
a
f
t
p
r
a
s
i
d
e
n
t

ざ
、
聯
邦
等
族
議
會
R
e
i
c
h
s
s
t
a
n
d
e
k
a
m
m
e
r

に
よ
り
て
選
出
さ
れ
た
五
人

か
ら
な
る
理
事
會
P
r
a
s
i
d
i
u
m

に
よ
つ
て
、
構
成
さ
れ
る
o

第
三
は
聯
邦
等
族
議
會
で
あ
る
。

(註
)
、
こ
れ
に
付
て
は
、
等
族
の
構
成
の
際
に
述
ぶ
る
c

そ
の
地
方
行
政
機
關

に
於
て
は
、

「民
族
的
大
獨
逸

は
、
從
前
の
す
べ
て
の
聯
邦
各
邦
の
解
盟
を
、
そ
の
前
提
と
す
る
と
こ
ろ
の

統

一
さ
れ
た
國
家
で
あ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
」

(
六
二
1

六
三
頁
)
。

こ
の
目
的
の
た
め
に
、
十
二
乃
至
は
十
五
の
邦
L
a
n
s
d
c
h
a
f
t

が
、
そ
の
各
区
域
の
地
理
的
文
化
的
人
種
的
全

一
性
に
從
つ
て
制

定
さ
れ
る
。
そ
う
し
て
,
更

に
そ
れ
が
、
区
K
r
e
i
s
に
細
分
さ
れ
る
。
各
邦
、
各
区
に
は
、
各
々
そ
の
上
級
機
關
に
よ
つ
て
任
命

さ
れ
た
と
こ
ろ
の
長
官
P
r
a
s
i
d
e
n
t

が
お
か
れ
る
。

こ
の
國
家
構
成

に
於
て
、
特
に
注
目
さ
る
可
き
も
の
は
、
職
能
等
族
國
民
代
表
制
度
の
創
立
で
あ
る
。
即
ち
、
從
來
の
自
由
主
義

的
民
主

々
義

に
代

る
ゲ
ル
マ
ン
的
民
主
々
義
の
原
則
は
、
先
づ
、
萬
人
平
等
と
云
ふ
思
想
と
、
根
本
的
に
対
立
し

(
六
五
頁
)
、
叉

獨
逸

の
入
民
は
、
唯
だ

「
物
と
人
」
と
に
付
て
の
み
批
判
す
る
こ
と
が
出
來
る
,・旨云
ふ
認
識
の
上
に
立

つ
が
故
に

(
全
上
)
、
自
由

オ
ツ
ト
ー
・
シ
ュト
ラ
ー
セ
ル
『
獺
乙
置
會
主
義
の
構
成
』

(窮
逗
巻
第

一號
)

(三
二
一)

=



オ
ツ
ト
ー

●
シ
ュ
ト
ラ
ー
セ
ル

「
濁
乙
社
會
主
義

の
構
成
』

(
簸
‡
一霧
第

叫
脇
㎝)

(
三
二
二
)

=

一

主

義

的

政

治

制

度

-、一
鋭

く
対
立

す

る
。

か

く

し

て
今

日

ま

で

の
政
党

組

織

,

從

つ
て
議

曾

制

度

が
塵

止

さ

れ

ね
ば

な
ら

ぬ
。

而

し

て

、

、
}れ

に
代

つ

て
、

一
切

の
職

能

的
関
係

を

統

制

す

る

と

こ
ろ

の

、

職

能

議

會
B
e
r
u
f
s
k
a
m
m
e
r
 
=
 
B
e
r
u
f
s
r
a
t
e

が
設

け

ら
れ

る
。

(
註
)
、
各
廣
に
於
て
は
、
労
働
者
、
農
民
、
自
田
職
業
者

・
工
業
営
業
及
び
官
吏
傭

人
の
客
委
員
よ
り
な
る
、
五
つ
の
職
能
議
會
が
組
織
さ
れ
る
。
各

々
の
職
能
議
會
は
二
十
五
名
の
代
議
員
に
よ

つ
て
構
成

さ
れ
る

(
任
期
三
年
)

(
六
七
頁
)
。

こ

の

職

能

議

會

の
構

成

は
、

國

家

地

方

行

政

組

織

・こ
類
似

す

る
。

(
註
)
、
奢
綴

の
上
位

に
、
各
邦
の
五
つ
の
職
能
議
曾
が
、
叉
、
そ
の
上
位
に
聯
邦
の
五

つ
の
職
能
議
會
が
置
か
れ
る
。
前
者
は
、
各

々
五
〇
名
の

(
任

期
五
年
)
、
後
者
は
各

々

↓
0
0
名
の

(
任
期
七
年
)
代
議
員
に
よ
つ
て
構
成

さ
れ
る
。

叉

、
此

の
職

能

議

會

は
、

純

粋

に
職

能

代
表

に
る
性

質

を
有

す

る

に
過

ぎ
ざ

る

が
故

に
、

一
般

國
民

代

表

の
機

關

と
し

て

こ

の

外

に
等

族

議

會
S
t
a
n
d
e
k
a
m
m
e
rが
設

立

さ
れ

る
。

即

ち

、

匝

の
職

能

議

曾

か
ら
選
挙

さ

れ

た

二

十

五
名

の

代

表

者

と
、
匿

の
長

官

か

ら
指

名

さ
れ

た

三

名

の
構

成

員

に

よ

つ
て
、

区

等

族

議

會

が

焼

成

さ
れ

る
。

(
註
)
.
五
つ
の
職
能
議
會
の
選
挙
ず
べ
き
代
表
者

の
藪
は
同
藪
で
な
く
、
各

々
の
條
件
に
依

つ
て
異
な
る
規
定
が
設

け
ら
れ
る

(
七
〇
頁
)
o

各

邦

及

聯
邦

の

場

合

も

、

叉

匿

に
類

似

す

る

。



等
族
議
會
は
、
職
能
議
曾

こ
異
り
、
國
家
行
政
機
關
の
最
も
櫃
要
な
地
位
を
占
む
る
。
区
又
は
邦

の
長
官

は
、
常
に
そ
の
等
族
議

會
の
信
任
を
必
要
と
し
、
彼
に
よ
る
立
法
は
、
そ
の
全
意
を
必
要
と
す
。
又
等
族
議
會
が
、
そ
の
長
官
の
政
策
に
対
し
て
有
す
る
極

否
権
は
,
よ
り
重
要
な
意
義

を
も

つ

(
七

一
頁
)
。

(註
)
、
國
等
族
議
會
は
、
國
の
立
法
の
決
定
的
旛
當
者
で
あ
り
、
そ
の
五
名
よ
り
な
る
理
事
會
員
は
大
議
曾
の
主
要
な
構
成
員
で
あ
る
。

最
後
に
、
民
族
文
化
問
題
に
關
す
る
獨
逸
社
會
主
義
の
理
論
を

一
警
す
れ
ば
,
こ

・
で
も
,
自
由
主
義
的
唯
物
論
が
,

「
単
に
、

死
せ
る
物
質
の
観
察
並
び
に
分
析
で
あ
り
、
相
互
に
対
立

す
る
機
械
的
集
積
と
し
て
」

(
八
三
頁
)
否
定
さ
れ
る
。
之
に
代
る
べ
き

も
の
・こ
し
て
,

「
神
の
意
思
」
を
完
成
せ
ん
と
す
る
理
想
主
義

が
要
求
さ
れ
る

(
全
上
)
。

か

・
る
理
想
主
義
的
見
地
か
ら
の
、
獨
逸
民
族
文
化
の
再
建
設
が
企
圖
さ
れ
る
。
だ
が
,
こ
の
領
域
に
於
て
、
我

々
は
重
要
な
る

問
題
を
不
辛
に
し
て
見
出
す
こ
と
が
出
來
な
い
。
唯
だ
新
し
き
教
育
制
度

の
中
で
、
義
務
教
育

の
後
に
、
す

べ
て
の
男
女
の
青
年
に

労
働

奉
仕
義
務
A
r
b
e
i
t
s
d
i
e
n
s
t

の
期
間
が
、

課
せ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
、

及
び
教
育
の
機
曾
均
等
主
義

(
彼
等
の
才
能

に
よ
る
)
等

が
、
特
に
、
探
り
出
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
私
は
シ
ユ
ト
ラ
ー
セ
ル
の
獨
逸

社
會
主
義
論
の
機
成
中
、
特
色
あ
る
部
分
を
あ
げ
て
紹
介
を
な
し
て
き
た
。
だ
が
爾
こ
れ

に
附
加
さ
る
べ
き
も
の
、
云
は
る
べ
き
多
く
の
問
題
が
残
さ
れ
て
ゐ
る
。
然
し
そ
の
詳
細
な
る
吟
味
は
、
こ
の
や
う
な
小
論
に
於
て

オ
ツ
ト
ー
●
シ
ュト
ラ
ー
セ
ル
『皿陶
乙
社
會
主
義
の
構
成
」

(第
三
巻
第

一號
)

(三
二
三
)

=
二



オ
ツ
ト
ー

・
シ
ュ
ト
ラ
ー
セ
ル

「
揚
乙
社
曾
主
義

の
構
成
」

(
筋
三
巻
第

一
號
)

(三
二
四
)

「
四

な

し
得

ら

れ

る
も

の
で

は
な

く

,

且

つ

又
、

こ
の

理
論

の

全
燈

的

批

制

並

び

に

ヒ

ツ

ト

ラ
ー

派

の

理

論

と
の
対
照

と
し

て

の
究

明

の

如

き

は

、
他

の
機

會

に
ゆ
づ

ら

れ

ね
ば

な

ら

ぬ
。


